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第４章 基本方針（素案） 

 第１節 整備の基本理念 

 令和６年度に策定した保存活用計画では、広島城跡の将来像について以下のように大綱

として示した。また現行の整備基本計画では、広島における史跡広島城跡の位置付けを基に

４項目の整備の目標を定めている（3～5ページ参照）。 

 これを踏まえ、本改定整備基本計画における整備の基本理念を次のように定める。 

 

広島城跡の将来像（保存活用計画 大綱） 

❏広島城跡の本質的価値を構成する諸要素を確実に保存管理し、将来に継承する。 

❏史跡指定地内外の広島城跡に関する調査研究を計画的に継続するとともに、史跡 

ひいては広島の歴史への理解を深めるための活用を図る。 

❏広島城跡の歴史的空間の保全・整備を推進し、これを将来に継承する。 

❏広島城跡の保存と活用を推進するために必要な組織体制を確立する。 

 

広島城跡整備の基本理念 

広島らしい風景のなかで歴史を継承・体験できる場として位置付け、多様な機能を有する

オープンスペースとして都市観光の拠点となるような整備を実現する。 

 

 第２節 整備の基本方針 

基本理念を実現していくための基本方針について、保存活用計画では「保存管理、活用、

整備、運営・体制」それぞれの分野ごとに下記のようにその要点を整理している。 

１．保存管理の基本方針 

  ⑴広島城跡の本質的価値を構成する要素である遺構を保存するため、日常的な維持

管理を確実に行うとともに、良好な歴史的景観の保全を図る。 

  ⑵保存・活用に必要な調査研究を計画的・継続的に進めていくとともに、その成果を

広く公開し、史跡の魅力向上に努める。 

  ⑶広島城跡とその周辺の中心市街地との調和を図り、城とまちが一体となった魅力

的な空間創出を目指す。 

  ⑷史跡指定範囲外にも存在する、かつて広島城を構成していた要素や、旧城下町範囲

の地下遺構などに関する調査研究を進め、その価値の顕在化を図る。 

  ⑸現状変更等の行為については、明確な方針を定め、適切に運用していく。 
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２．活用の基本方針 

  ⑴広島城跡の本質的価値を多様な来訪者に伝えるため、調査研究を進めその成果を

積極的に公開するとともに、来訪者が学び楽しめる取組を検討する。 

  ⑵広島城跡の本質的価値を幅広く活用し、その魅力を伝えるために学校教育や社会

教育と連携した取組を推進する。 

  ⑶広島城跡と、国史跡頼山陽居室や国名勝縮景園等を含む旧城下町範囲を、広く連携

した観光資源として活用し、史跡周辺の活性化へと繋げる方法について検討する。 

  ⑷史跡指定地はこれまで都市公園として広く開放され、市民に親しまれてきている。

こうした経緯も踏まえ、史跡と都市公園の共存を目指し、適切な利活用を進める 

 

３．整備の基本方針 

  ⑴これまで実施してきた整備内容について再検討を行うとともに、広島城跡の今後

の保存・活用に向けた整備を計画的に実施するため、整備方針を定める。 

  ⑵史跡の本質的価値を保護するため日常的な維持管理を適切に行うとともに、毀損

及び危険箇所を把握した上で必要に応じて計画的な復旧を実施するほか、その価

値をより高めていくための整備手法についても検討する。 

  ⑶多様な来訪者に史跡の価値や魅力を理解してもらうために、本質的価値をより顕

在化させるための整備を図る。 

  ⑷史跡周辺を含めた歴史的景観の維持・向上を図るための整備を検討する 

 

４．運営・体制の整備の基本方針 

  ⑴本計画に基づいた史跡の保存・活用のため、必要な体制を整備し、効果的かつ円滑

な事業運営を目指す。 

  ⑵将来にわたり、史跡の保存活用を適切かつ継続的に行っていくために、官民一体と

なった協働体制づくりを目指す。 

  ⑶調査研究を計画的・継続的に進めていくために必要な組織・体制を確立する。 

  ⑷本計画の推進に当たり、関係機関や庁内関係部局との調整と連携を図る。 

  ⑸市民との協働を通じ史跡への理解を図り、史跡を将来へ適切に継承していくため

の取組について検討する。 

 

 改定整備基本計画における整備の具体化検討に当たっては、保存活用計画において定め

たこれらの基本方針を踏まえた上で行うものとし、全体計画と地区別計画とを整合させな

がら、各地区の特性に応じた整備の方針を定めることで、より魅力的な史跡広島城跡の将来

像に繋げていくことが重要である。 
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（参考）「史跡広島城跡整備基本計画書」抜粋 
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